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１-1 研究の背景・動機

（平成23年9月 農林水産省）



１-2 研究の背景・動機

（平成23年9月 農林水産省）



２-1 マクロ的な視線で見た日本の課題

産業の空洞化

電気料金の値上がり 超円高

増税

・電力、4社が経常赤字
・火力発電に比重変更
・固定価格買取制度

・債務上限問題
・輸出産業に打撃
・ドル、ユーロ圏の不
振

・被災地を復興させ
るには増税
→10年で23兆円
（最低）

人口構造の変化

・総人口１億人割
・超少子高齢化
・社会保障の限界

TPP

・例外項目なし
・非関税障壁の撤廃
・海外移転の促進 6

東日本大震災東日本大震災

死者：1万6,019人
行方不明者： 3,805人
被害額：16兆～25兆円



・持続可能な事業

・人口増加による食糧難

・低年収

・後継者不足

・漁船の調達、漁港施設の修復

２-2 解決すべき課題

収益性の改善
（顧客、付加価値）

超長期のビジネスプラン

直近の課題
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３-1 震災後設立された地元漁業法人事例

合同会社「ＯＨガッツ」（宮城県雄勝町）

一般社団法人「うらと海の子再生プロジェクト」（宮城県塩釜市）

一般社団法人「三陸海産再生プロジェクト」（宮城県石巻市）

一口募金の取り組み「立ち上がれ！ど真ん中・おおつち」（岩手県大槌町）

養殖から販売までを一貫し
て手がけ利益率を高める

利益 資金

民間から集めた資金で津波
で流された設備を復旧する

資金管理や事務作業を効率
化することで復興を速める

資金
異業種の人材が持つ
ノウハウを活用する

知識
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３-2 OHガッツ
宮城県雄勝町に住む漁業関係者が設立した新しい形の合同会社

「震災前の状況に戻すこと」ではなく、町としても、生産拠点としても

「未来に開かれた地域」を築き上げることを目的とした新しい企業

理念

新しいモデルケースを作り日本・世界に向け漁業の確かな未来を提案

世界レベル
のモノ作り

開かれた
人材育成

養殖の体験学習
海産物を提供するレストラン運営
水産業とリンクさせた観光産業

生産から加工・販売まで担う
品質や価格のコントロールを含む
明確なブランディング
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東の食の福幸祭でのヒアリング

新しい

漁業

新しい

漁業

ブランディング

マーケティング

ブランディング

マーケティング

SNS
メディア

広告

SNS
メディア

広告

長期的

プラン

長期的

プラン

・一口1万円から参加可能
・一緒に育てる！
・雄勝町に来てもらう
・まちづくりにもつながる。

・雄勝町に愛着を持つ
・ブランド化することで1割
2割高く売ることが可能

・現物支給

・養殖物ができるまで
3～4年かかる。

・リピーター

・人脈ネットワーク
・facebook
・twitter
・ブログ
・多数メディア出演



４-1 国民ファンドと水産事業会社

全雇用の4%が失われた

財・サービスを集約する！

県民の働く場所の確保が必要！

3分の2で収入が
減った・無くなった



４-2 国民ファンドと水産事業会社

10万円を10万人の国民から集める

この100億円で水産事業会社を設立する

経営者・社員は公募する（宮城県・全国・アジア）

政府機関、銀行、地元金融機関等と金融支援体制を持つ

地元の水産加工会社、漁協、漁師さんと連携体制を整える

大手水産加工会社にも参画してもらう

現物支給

ファンド運営会社

国民ファンド
10万人×10万円

100億円
震災漁業復興投資事業

有限責任組合

ファンド
運営

出資

出資

出資

出資・貸付30億円
復興会社 1社

出資・貸付20億円
復興会社 1社

出資・貸付10億円
復興会社 5社
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水産事業会社

『輸出』＋ 『観光』＋ 『雇用』＋ 『学び』

企業理念：被災地に雇用を創出し、国際競争力を持った企業

アジア地域、特に大
中華圏に向けて高
付加価値な水産物
を輸出する。

東北版ゴールデン
ルートの企画から
運営を行う。

養殖を主体にして、労
働者の安全の確保を
最優先し、労働環境の
改善を目指す。

都市・地方間との経済格差をなくす！

アジア 日本国内物
流

復
興

東北発、グローカルな水産企業！

水産テーマパーク
で、魚中心の食
生活のメリットと
漁業を体験的に
学ぶ

アジアダイナリズム



４-3 水産事業提案とサプリメント

瞬間冷凍技術 東北産鮮魚

長沙市統計局発表のGDPデータ

東北産瞬間冷凍天然鮭の
海洋性コラーゲン・サプリメント
東北産瞬間冷凍天然鮭の

海洋性コラーゲン・サプリメント





地元企業との
協力事業

水産まちづくり

水産物の養殖
海洋環境

海の開発

水産物を
海外で売るには？

アジア戦略

水産物を
高く売るためには？

ブランド戦略
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